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高齢の実験動物にブルーベリー強化食を与えた様々な研究は、記憶、運動神経や
バランスが著しく改善するということを示している。USDAヒューマン・ニュー
トリション・リサーチ・センターの研究結果でも高齢動物の神経細胞の再生が
見られた。

ブルーベリーと老化

Joseph JA, Denisova NA, Arendash G, Gordon M, Diamond D, Shukitt-Hale B, Morgan D.  
Blueberry supplementation enhances signaling and prevents behavioral Alzheimer disease 
model. Nutritional Neuroscience,  2003, 6:153-162.
このリサーチのデータによると、「食生活を通じて、アルツハイマーの遺伝的素因を克服する
可能性があるといえる。」研究者達は、アルツハイマー患者に見られるのと同様の認知欠如と
脳内に沈着物を発現させる遺伝子を導入したマイスに、ブルーベリーを補助食品として与えた。
ブルーベリーを摂取したマイス（４～１２ヶ月齢に、対照グループの食餌に２％を強化）には、

対照グループに比べ、認知度の機能的障害が少なく見られた。     

Goyarzu P, Malin DH, Lau FC, Tablialatela G, Moon WD, Jenings R, Moy E, Moy D, 
Lippold S, Shukitt-Hale B, Joseph JA. "Blueberry supplemented diet: effects on object 
recognition memory and nuclear factor-kappa B levels in aged rats", Nutritional Neuro-
science, 2004, 7:75-83. 
メキシコ・ナシオナル・オートノマ大学、ヒューストン・クリアーレイク大学、テキサス大学、
タフツ大学の研究者達は、ブルーベリーを強化した食生活が老化によって増加するプロテイン
NF-Bを抑制すると発表した。NF-Bは、老化や酸化的ストレスによって高められるプロテインの
転写因子。マイスは４ヶ月間にわたって、対照食、又はブルーベリー強化食を続けた。
対照食を摂った高齢のマイスのNF-Bレベルは、脳内の５部位中４部位において、同じ対照食を
摂った若いマイスに比べて著しく高かった。ブルーベリー強化食を続けたマイスと対照食と
摂った若いマイスの間では、脳内の１部位にだけしかNF-Bレベルの著しい差が見られなかった。

Spangler EL, Duffy K, Devan B, Guo Z, Bowker J, Shukitt-Hale B, Joseph JA, Ingram 
DK. Rats fed a blueberry-enriched diet exhibit greater protection against a kainate-
induced learning impairment. Program No. 735.10. Abstract Washington DC: Society 
for Neuroscience, 2003.
ラットには、対照食又は２％のブルーベリー・エキスを強化した食餌を８-１０週間与えた。
その後、ラットの脳の海馬背面部分を傷つけた。そして、ラットに、老化と海馬機能障害に
おいて敏感である、と実証された迷路を使ったテストを行った。結果、すべてのラットが
海馬損傷後の迷路テストにおいて機能障害を示したが、ブルーベリーを摂取していたラットの
機能障害は、対照食グループのラットに比べ、非常に程度が低かった。

Youdim KA, Shukitt-Hale B, Martin A, Wang H, Denisova N, Bickford PC, Joseph 
JA. “Short-tem dietary supplementation of blueberry polyphenolics: Beneficial effects 
on aging brain performance and peripheral tissue function,” Nutritional Neuroscience,  
2000, 3:383-397.  
この研究では、バランスのよい食事摂取をしている実験動物においてブルーベリー・エキスが、
神経細胞と認知機能での老化に関係する衰えを改善することができるのかを調べた。８週間
ブルーベリー・エキスを強化した食事摂取を続けた後、被験動物のバランス、運動神経、
作業記憶や参照記憶などの通常の老化に伴う行動パラメーターの低下が改善された。

Joseph JA, Shukitt-Hale B, Denisova NA, Bielinski D, Martin A, McEwen JJ, Bickford 
PC. “Reversals of age-related declines in neuronal signal transduction, cognitive, and motor
behavioral deficits with blueberry, spinach, or strawberry dietary supplementation,” 
Journal of Neuroscience, 1999, 19:8114-8121. 
１９ヶ月齢の高齢ラットが食事１キログラム当たり、１８.６グラムの乾燥ブルーベリー・
エキスを８週間摂取すると、この食餌が老化に伴ういくつかの神経と行動的パラメーターの
低下を改善させる効果があった。

ヒポクラテス

科学者たちは、
ブルーベリーの
健康効果が
癌や心臓疾患、
尿路感染症の
防止から、
記憶力低下や
運動能力などの
老化の遅延にまで
広く影響力が
あることを
発見しています。

食事と健康との
関連性が明らかに
なるにつれ、
ヒポクラテスの
叡智の真実味が
増しています。
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